
2020年　  入試問題紹介
教科担当者が選ぶ「この1問」

国語担当者が選ぶこの１問

保護者向け総合情報サイト「Z-SQUARE」で好評連載中の
「カコモンにTRY!」の特別版として、数ある難関校のなかから
中学受験コースの教科担当者が選んだ、差がつく「この1問」を
ご紹介します。まだこれらの問題が解ける必要はありませんが、
この機会に難関中学の入試問題を体験してみてください。

ここでご紹介した入試問題の解答・解説は、4月23日に保護者向け総合情報サイト「Z-SQUARE」に掲載します。

文中に使われている敬語が正しいかどうかを答える問題
です。誤っている場合、正しい表現を答えなければならな
いので、敬語が、使える知識として定着しているかどうか
が試されます。今回問題に登場しているのは尊敬語と謙
譲語ですので、文の主語はだれか、敬意の対象はだれ
か、に注意することが大切です。ーー線部以外の部分まで
書いてしまったり、誤った使い方をしている問題に×をつ
けてしまったり、といったケアレスミスにも気をつけなが
ら、素早く解いて得点につなげましょう。

文法問題は多くの学校で出題されますので、必ず対策してお
きたい部分です。今回のように、敬語を正しい表現に直したり、
ほかと違う使い方をしているものを選んだりと、実際に文の中
でどのように用いられているかを問う問題形式が多いため、入
試レベルの問題演習を繰り返すことが不可欠となります。Z会
の中学受験コースでは、「エブリスタディ　アドバンスト」内の
「言葉の学習」と練習問題で文法の基礎を固めるとともに、『漢
字と言葉　練習ブック』で演習量を増やすことができます。教
材を活用して、定着させていきましょう。

演習を繰り返し
使える知識として定着させよう

M.O.

灘中学校　１日目　大問四

差がつく！ 学習アドバイス

理科担当者が選ぶこの１問

理科の入試問題では、時事的な内容を題材に出題され
ることがあります。ここでは、2019年の秋に日本が月面
の有人探査計画への参画を決定したことに関連して出
題された問題を取り上げました。「天体」は中学入試でも
頻出テーマの1つです。しかし本問は月から見た地球・太
陽についての問題であり、日食の原理をどれだけ深く理
解しているかどうかで正否が決まります。ニュースに関
連した内容を単なる知識として覚えるだけでなく、その
原理も含めて身につけることができれば、他の受験生と
差がつく得点源となっていくでしょう。

片山 大輔

雙葉中学校　４　問４問5

差がつく！ 学習アドバイス

算数担当者が選ぶこの１問

分野融合の骨太な問題が相手であっても、まずは基本の手法
をしっかりと身につけることが大切なのは言うまでもありませ
ん。中学受験コースでは、5年生3月「つるかめ算」、5年生6月
「立体」などを含め、5年生までの学習で入試算数で扱う手法
をひととおり学びます。そのうえで、6年生以降の学習では、身
につけた手法を取り出してきて活用する練習や、手法を見抜く
訓練も取り入れた総合的な問題に取り組みます。
6年生の後半では、答えを得るまでの手数が多い、骨太な問題
にも多く取り組みます。これらの問題を通して、多くの情報を
速く正確に処理する力を身につけます。

情報を整理する力が問われる

江上 智美

慶應義塾中等部　【6】

差がつく！ 学習アドバイス

社会担当者が選ぶこの１問

中学入試では労働にかかわる時事問題として、働き方改革や人工知
能（AI）なども取り上げられています。今回のような正誤を判断する問
題では、誤った箇所を正しい文に修正できるようにしておくとよいで
しょう。
時事問題はニュースとして知っておくだけでなく、そのできごとの背景
や問題点、関係する知識も整理しておくことが必要です。Z会中学受験
コースでは、時事問題を6年生で重点的に学習することに加え、5年生
と6年生に定期配信される月刊社会ニュース（トータル指導プランの
み）で、日頃から時事問題に触れることができるようになっています。

社会で起きていることに関心をもち
いろいろな視点から考える

西田 聡美

女子学院中学校　Ⅲ   問２

差がつく！ 学習アドバイス

「カコモンにTRY!」特別版

立体の問題のように見えますが、立体、つるかめ算、場合
の数などを絡めた融合問題です。重さ、個数、表面の色な
ど、条件が複数ありますから、まずはそれらの条件からど
んな情報が得られるのかを整理することが必要です。そ
のうえで，自分がほしい結果を得るには何をどう使えば
よいかを見抜く判断力が要求されます。解答に至るまで
の手数が多いので、速く正確に判断し続けなければなら
ない、骨のある問題です。

日本における外国人労働者に関する時事問題です。
2018年に出入国管理及び難民認定法が改正さ
れ、「特定技能1号」「特定技能2号」という在留資格
が新設されました。この問題の選択肢では、法律改
正の目的や改正の内容、外国人労働者の現状など
多くのことが取り上げられており、1つのテーマにつ
いて多角的に考察する力が求められています。この
法律が改正されたことで、今まで許されていなかっ
た業種でも外国人労働者の受け入れが可能になり
ました。なぜ可能にする必要があったのかがポイン
トです。

「Z-SQUARE」へのアクセス方法 「Z-SQUARE」アドレス●「Z会MyPage　8739ねっと」のトップページより　 https://www.zkai.co.jp/saponavi/el/

まずは頻出分野の単元の知識を固め、その後多くの問題に触れ、慣れることが大切です。Z会
の中学受験コースでは、実験・観察の問題を多く取り入れ、結果を読み取る練習や、知識を組
み合わせて考える練習を積み、思考力を鍛えます。
また、時事問題は、ニュースを事実として知るだけでなく、その事柄に関連した知識も身につけ
る必要があります。理科の時事問題は、地学分野からの出題が多いので、天体、地震、火山、気
象関連の大きなニュースがあった場合は、関連している単元について確認しておくことをおす
すめします。地学分野以外では、ノーベル賞、絶滅危惧種、外来種、環境問題などから出題され
ています。また、オリンピックに関連するニュースにも注目しておくとよいでしょう。

理科関連のニュースに注目し
関連する単元について
十分な理解をしておこう

春

中学入試で「天体」は
頻出！

日食に関する時事問題日食に関する時事問題
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多角的に考察する力が求められる
外国人労働者に関する時事問題
多角的に考察する力が求められる
外国人労働者に関する時事問題

立体、つるかめ算、
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